
知っておきたい医療訴訟の裏側

弁護士法人  富永愛法律事務所　代表弁護士・医師　富永 愛

新連載

法廷は手術室と同じ「密室」となっており、限られた人しか入れない極めてまれな場所です。

病院事務職員が初めて訴訟の担当を命ぜられたとき、

法廷のイロハを知っているか知らないかで業務に大きな差がついてくるでしょう。

そこで本連載では、医師でもある富永愛弁護士が物語風のストーリーに合わせて分かりやすく解説していきます。

登場人物紹介　　　※フィクションです。

白川銀子　　45歳	 元外科医・弁護士　医療専門の弁護士　バツイチ、娘１人、シングルマザー、白川銀子法律事務所の代表

富小路雅人　48歳	 消化器外科医	 消化器外科医としてキャリア20年のベテラン、病棟医長、専門は「胃」、既婚、　子ども２人

御池　隆　　30歳	 消化器外科医	 消化器外科後期研修の３年目、独身

えびす安子　55歳	 看護師長　外科病棟看護師長（医療安全課の看護師も兼任）　看護師歴35年のベテラン看護師

五条瑞穂　　23歳	 手術室看護師（オペ看）　看護師歴３年目　

鳥居妙子　　38歳	 麻酔科医　既婚、息子２人（３歳・５歳）の子育て中のため非常勤勤務

鴨川哲人　　42歳	 事務局長　医療安全、トラブル担当

東山大和　　58歳	 医師　眼科　クリニック院長、胃がんのステージⅠと診断され消化器外科、御池医師が入院の担当

東山　都　　55歳　東山大和の妻　看護士、子ども３人（長女・京子：主婦、次女・綾：研修医、長男・亨：高校３年生）

松尾倫生　　60歳　病院側顧問弁護士　病院側の医療事件を担当し30年

法廷という密室で何が起きているのか？
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